
【令和５年度教育目標『自律』『創造』『協働』 重点目標「思いやりを持ち、共に学び高め合おう」】

令和5年度無事終了！大変お世話になりました。
本日、令和５年度小高中学校修了式を行いました。お陰様をもちまして１年間、一日も欠く

ことなく無事終了できましたことに感謝申し上げます。明日からの春休み期間も引き続き健康

管理をしっかり行うようお声かけください。また、春休みの学習課題としてスタディサプリ（学

習ドリルソフト）を活用するよう指導しております。持ち帰りました学校タブレットＰＣでの

振り返り学習の様子なども時折見てあげてください。新年度を幸先良くに迎えることができま

すようよろしくお願いいたします。

第３学期修了式学校長式辞（後半のみ抜粋）
（略）ここまで、式辞でした話を視点に振り返ってもらいました。自分の成長を実感でき
る項目はいくつあったでしょうか。また、その成長はどの程度のものだったでしょうか。
それらを一つにまとめることができる最も重要な視点は、「自分が今、幸せと感じているか」
になります。皆さんにはロイロノートで２つの課題を出しました。一つ目は、当たり前の
ようにある今の幸せを思いつく限り書くこと。二つ目は、最大最高の幸せを書くことでし
た。皆さんから提出されたものを読ませてもらい、それぞれが感じる幸せについて知るこ
とができました。さらにここで、聞きたいことがあります。「皆さんが書いた『当たり前の
幸せ』の中から、どれか三つを差し出してくれたら、 あなたが書いた一番の願いを叶え
てあげます」といわれたら、何を三つ差し出しますか？差し出すものを選べますか。この
あと、教室にもどりもう一度ロイロノートを開いて、今の問いについて考えてみてくださ
い。私は三つはおろか、一つも差し出すことなどできませんでした。当たり前は、当たり
前なのではなく、当たり前こそ、なくてはならない、とてつもなく幸せなことだったこと
に私は気づきました。正に、「群青」の歌詞にある通りです。幸せとは、なるものではなく、
気づくものなのかもしれない、と誰かが言っていたのを思い出しました。本当にそう思い
ます。ところが目の前にある自分の追い求める理想の姿、皆さんが書いたような最大最高
の願いにばかり気をとられ、大切なものまで見失っているとしたら、自分が今幸せかどう
か、という問いに対して、自信をもって答えられない人になってしまうことでしょう。一
番の願いが叶わないから不幸だと決めつける自分本位の人にはならないでほしいと思いま
す。皆さんには「ないこと」より「あること」に溢れているということに気づきましょう。
そしてそれがどれほど幸せなことか考えましょう。もし、「学校や家庭が楽しくない」「周
りはわかってくれない」、「何もやってくれない」という気持ちに陥ってしまったら、見る
べきものに目を向けていないことに気づく力を身につけてほしいと思います。「ないものを
数えるな。あるものを最大限に生かせ。」これは、障がい者スポーツの祭典パラリンピック
の創始者とされるルートヴィヒ・グットマン博士の言葉です。幸せの第一歩は、自分は幸
福だったと知ることなのです。
令和六年度はすぐそこに迫っています。自分は幸せであることに気づくことで、心のパ

ワーは溢れるほどに満ち足りてきます。そしてそのパワーは自律し、どんなことにもチャ
レンジする原動力となります。来年度、更に成長できる一年するため、皆さんの幸せ度数
を限りなく高める令和五年度の締めくくりとなること期待して、式辞といたします。
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Ｒ６県立高校入学者選抜試験に全員合格しました!
先週３月１４日（木）、県立高校前 高校名 学科／コース 男子 女子 合計 高校名 学科／コース 男子 女子 合計

期選抜合格者発表があり、本校卒業生 相馬 理数 1 1 小高産技 環境化学 1 1
全員が合格となりました。卒業生の皆 原町 普通 2 2 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｲｵﾆｱ 2 4 6
さん、おめでとうございます。本当に 相馬農業 生産環境 1 3 4 ふたば未来 総合 2 2
よく頑張りました。この喜びを高校生 環境緑地 1 1 田村 ｽﾎﾟｰﾂ 1 1
活で忘れることなく持ち続け、自分の 食品科学 2 2 合 計 7 13 20
進路に向かって前進して下さい。


